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としょかんだより
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下巻を繰っていくと…838ページに掲載された旧小泉町役

場の写真の右端に、同じ形の壁が写っていました！

（※写真は個人所蔵と記載があるため引用を控えました。ぜひ

『大泉町誌』下巻の該当ページをご覧ください）

町役場の全面改築完成を記念した写真とのことで、撮影され

たのは、おそらく昭和２5（1950）年。念のため、改築前の写

真も探して見てみましたが、同じ壁は見当たらなかったので、

この改築の際に作られたものとみて間違いなさそうです。

その後、昭和51（1976）年に、役場の建物を改築する形で町

立図書館が開館しますが、壁はそのまま使われたらしいこと

が、別のページに掲載された平面図からもうかがえます。平

成元（１９８９）年に図書館を新築する際に、一部を残して撤去

され、現在の姿になったと考えられます。

なぜ一部を残したのかは不明ですが、すぐ横の「旧小泉町役

場新築記念碑」とともに、かつての姿を思い出すよすがとし

て残されたのではないでしょうか。

昭和25年から数えること、なんと74年間…同じ場所・同じ

姿で町の移り変わりを見てきたんですね。敷地の隅の古い壁

から、思いがけず、歴史をたどることになりました。

レンガ造りの壁

図書館正面の右手、役場の掲示板の前に立っている、

レンガ造りの壁。がっしりとした重厚なつくりが時代

を感じさせます。

近代的な図書館の外観とは若干ミスマッチなこの壁

…いったい、いつからここにあるのでしょうか？ 気

になったので、ちょっと調べてみました。

大泉町の歴史を調べるなら、まずは何より『大泉町

誌』上下巻。図書館については上巻「自然・文化編」の

941ページに記事があり、当時の外観も載っていま

すが、残念ながらこの壁は写っていません。

ただし、「旧役場庁舎跡に町立図書館が開設された」

との記述があったので、「旧役場庁舎」のほうから

探ってみることにしました。行政については下巻の

「歴史編」に記述があります。

大泉町立図書館の気になるアレコレ

敷地内の

旧小泉町役場

新築記念碑



3月（March/bulan Maret） 4月（April/bulan April）

・3/20(水) 春分の日、

・3/31(日)、4/25(木)※は

金 土 　館内整理日のため、休館します
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　4/29(月) 昭和の日は開館します
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本、CD・DVDなどのかしだしは

（※は館内整理日の予定です）

※

○土、日、祝日

９：００から１７：００まで

＊本・雑誌は

10冊まで 15日間

CD・DVDは

それぞれ2点まで 8日間

かりられます

○平日（火～金）

９：００から１９：００まで

としょかんカレンダー

…祝日…休館日

インドネシアも多言語国家ですが、インドネシア語（バハサ・

インドネシア）が国語として使われています。フィリピン語と

同じく、ローマ字読みすれば、だいたいのところは正確な発

音になるとのことで、日本語話者にはチャレンジしやすいそ

うですよ。

さてインドネシア語で図書館は「perpustakaan」。この

場合の「e」は「曖昧音」で、「エ」ではなく「ウ」に近い音だそ

うで、発音は「プルプスタカアン」になります。

あいだに挟まれた「プスタカ」はどこかで聞いたことがあ

るような…と思ったら、ネパール語と同じ単語ですね！や

はり「図書」という意味で、ヒンディー語由来の単語がインド

ネシア語でも使われているようです。

プスタカを挟む「per」と「an」は、名詞を挟んで集合名詞

を作る「共接辞」というものらしいので、全体としては「図書

がまとまっているところ」くらいの意味になりそうです。

大泉町立図書館は、「Perpustakaan Kota Oizumi」

（kota は「町」）。読み方は「プルプスタカアン・コタ・オーイズ

ミ」です。ちょっと難しいですが、おぼえてみてください！

例） 私は図書館で働いています。

Saya bekerja di perpustakaan.

〔saya 私 bekerja 働く di ～で〕

〇参考: 『ゼロから話せるインドネシア語』三修社

第5回 インドネシア語

上映会

「マイスモールランド」
（2022年作品・114分）

川和田 恵真 監督作品

※日本語字幕、音声ガイド付きの上映です

3月20日（水・祝） 14時～

対象： どなたでも

場所： 視聴覚ホール

定員： 40名

申し込みは不要です。直接ご来場ください。

イベントのおしらせ

〈だいじなおしらせ〉 木曜日に読み聞かせをしてくださっている「どんぐりの会」さんに代わり、

4月から図書館スタッフが読み聞かせを担当することになりました。

毎月第1・第3の木曜日、時間も15時15分からに変わります。

「いちごいちえほん」の日と、おぼえてくださいね！

※土曜日の読み聞かせ会は、変わりません。

これまで通り、14時からはじまります。

4月から、

木曜日の絵本

読み聞かせ会が

変わります！

大泉町立図書館もXやってます！

図書館からのお知らせ、特集展示や

イベントのご案内などを投稿していますよ。

アカウント名：＠oizumi_lib

https://twitter.com/oizumi_lib

（↓の二次元バーコードからも見られます）

Xやってます


